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第 1 章：序論 
第 2 章：言語学的分類 
第 3 章：政策的分類 
第 4 章：結論 
以下に、各章の内容を記す。 
 








































【第 2 章：言語学的分類】 





















【第 3 章：政策的分類】 




























【第 4 章：結論】 
 第 4 章では、第 2 章と第 3 章の分析を統合し全体の結論を導いた。以下に、冒頭
の「目的」に対応する形で、本論文の結論を示す。 
1. 政策的分類が言語学的分類に与えた影響 







2. 言語学的知見を用いた 2005 年法令の記述 
 3 言語の言語学的分類の議論を追うことで、2005 年法令の性質をより明確
に記述することができた。同法令は、「ポーランド語中心主義」とも言うべき
ステータス計画の基本方針と、「多言語主義（およびその対外的アピール）」の
狭間にあって、マイノリティ言語ではなくポーランド語の利害を調整する役割
を果たしている。 
言語に関する研究は、言語そのものが政治的操作の対象であるために、政治的出来事
や政策から一定以上の影響を受けると考えられる。本研究で取り上げた事例からも、言
語学的分類が政策的分類を追認したり、反駁を通じて変質したりすることが判明した。
また同時に、言語学的分類をめぐる言説を精査するなかで得られた知見が、政策的分類
の（表層的には現れない）意図を解明する足がかりともなった。 
以上より、本論文で行った「分類という観点からの言語学と言語政策の対照研究」は
一定の成果を挙げたと言える。 
